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研究成果の概要（和文）：本研究ではメコン流域を対象に、熱帯ダム貯水池における底泥環境の、1) 生成・堆積プロ
セスの解明と、2) リンなどの栄養塩循環の反応場としての機能評価を行うことを目的とする。自然湖沼のトンレサッ
プ (TS) 、タイとラオスのダム貯水池数カ所の底泥調査を行った結果、底泥中のリンの蓄積には、粘土含量、鉄酸化物
量の寄与、および湖岸付近で生産される有機態リンの拡散と湖心付近での無機化が重要なプロセスであることが推察さ
れた。また、湖岸において底泥中のリンの無機態割合が高くなる地点があり、それらは生活排水や農地からの肥料成分
の流出など、人間活動との密接な関係が推察された。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to clarify the following issues regarding bottom 
environments in dam reservoirs in Lower Mekong River Basin(LMB): 1) sedimentation process, especially of 
phosphorus and 2) functional evaluation of reaction states for nutrient cycles such as phosphorus.Inorg- 
and Org-P are correlated to clay and Fe oxide contents, probably through the adsorption of P constituents 
onto the surface of clay and/or Fe oxides. Especially, lakeshores of Tonle Sap had high Inorg-P, owing to 
human activity in riparian villages.

研究分野： 土壌学

キーワード： 底質　熱帯　ダム貯水池　栄養塩　循環
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１．研究開始当初の背景
世界的に最も生物多様性の豊富な地域と

されるメコン流域では，昨今の経済発展に伴
いダム開発ラッシュ（
る。ダム建設は，河川の分断，水質や土砂輸
送の変化をもたらし，流域の重要なタンパク
源でもある淡水魚類の生態への影響も懸念
されている。ダム建設により生み出される貯
水池環境は，その成立過程や栄養塩循環機能
など，天然湖沼とは大きく異なると考えられ
るが，
は極めて少なく，メコン流域の持続的開発と
ダム建設に関わる戦略的環境アセスに必要
な情報量は不足している。

 
貯水池底泥環境については，集水域内の過

去の土地利用形態がその環境を大きく左右
し，堆積成分も後背地の影響を受けつ
要流入支川による土砂輸送の影響を強く受
けるという側面もあり，その生成過程には難
解な点が多い。加えて，熱帯の陸域土壌は，
中緯度地帯に生成する土壌とは明らかに異
なり強い風化
泥への形態変化も中緯度地帯のそれとは大
きく異なることが予想される。

 
申請者らは，メコン流域のダム貯水池にお

いて既に先行研究を開始し，各国研究者とモ
ニタリング体制を構築し
では，水質，一次生産能，底泥の生物分解活
性，淡水魚類の回遊解析と食物網構造の解析
などを実施し
細に予測するためには，このようなモニタリ
ングに加え，
プロセスの解明と機能評価が必要であると
いう考え

 
既存のダム湖陸水学は，北米，欧州で先駆

的に実施され，昨今わが国においてもいくつ
かの成果が体系的に紹介されるに至ってい
るが，熱帯の貯水池底泥の生成プロセスを対
象にした事例は
の知見を集積するところに大きな意義があ
る。中緯度地帯で得られた知見や体系と大き
く異なる点も予想され，メコン流域の適切な
開発に必要不可欠な科学的知見を集積
ことを
 
２．研究の目的
メコン流域では数多くの発電用ダム開発

が計画されている
ム貯水池の底泥環境の生成メカニズムやそ
の栄養塩循環能については不明な点が多い。
また，ダム貯水池では，人為的に沿岸部が形
成されるという大きな特徴を有するととも
に，集水域内の過去の土地利用形態や主要流
入支川の流況などが貯水池環境を大きく左
右するなど，天然湖沼とは異なる特徴をもつ。
そこで，本研究ではメコン流域を対象に，熱
帯ダム貯水池における底泥環境の，１）生
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地理・地形的に特徴の異なる
上のタイ，ラオスのダム貯水池
Shirindhorn, SI（シリントーン）
Lam Pao,LA（ランパオ）
Huay Luang,HU（フェイロン）
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Bueng Khong Long,BK
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各貯水池，湖沼で調査を実施する際の調査

トランセクトは
心にかけて行った
陸域の非浸水地から調査および試料採取を
始め，さらに沿岸部から湖心にかけて
を適宜選定しつつ可能な限りコア試料とし
て採取を行った
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（２）分析方法
堆積成分ごとに起源
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